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赤堀東小学校のみなさん、こんにちは。新型コロナウイルス感染防止のためのお休みが続いてい

ます。校長先生には、「早く学校にいきたいなぁ」「お友だちとあそびたいなぁ」といった、みなさ

んからの声が聞こえてきそうな気がします。 

学校からの課題は進みましたか？「もう終わったよ、やることがなくなっちゃったよ」そんな人

もいるかもしれませんね。そんな人に提案です。お家で俳句を作ってみてはどうでしょうか？ 

赤堀東小学校のみなさんは、１年生の後半から毎週毎週俳句を作ってきました。校長先生は、み

なさんの俳句を読むのがとても楽しみです。なぜかというと、俳句が書かれた紙を通して、みなさ

んの成長ぶりが伝わってくるからです。字が少しずつ上手になってくること、枠の中にバランスよ

く書けるようになってくること、使える漢

字が増えてくること、なんと言っても、「お

名前」をすべて漢字で書けるようになった

時の俳句に出会った時はとってもうれし

いものです。 

休校中の今、皆さんの俳句を読むことが

できずにとてもさみしいです。でも、時間

があったらお家でいつものように俳句を

作ってみてください。そして、書きためて

おいてください。学校が始まったら、上毛

新聞の俳句の先生に見ていただきましょ

う。学校再開を願いながら、みなさんの作

品を楽しみにしています。 

 

  

 

 

 

本校では、教育活動の一環として、俳句つくりを行って

います。子供たちの俳句は全て上毛新聞社に投句してお

り、昨年、本校の投句数は県で１位となりました。また、

学校賞（＊注）もいただくことができました。毎日こつこつ

と続けたことが、大きな成果となりました。 

＊注 学校賞は、年間の入選句数が１００句を超える学校に授与される賞

で、昨年は県内で７校（詩での受賞校を含む）が受賞しました。 
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いつものように、お家で俳句を作ってみましょう 

【上毛新聞】令和２年２月２９日掲載  ５年生 俳句教室 


